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二
〇
一
三
年
の
「
核
種
ご
と
放
射
能
量
」
デ
ー
タ

に
は
、
無
か
っ
た
の
に
・・
・

私
た
ち
「
三
陸
の
海
・
岩
手
の
会
」
は
、
六
ヶ
所
・

東
海
両
再
処
理
工
場
に
貯
ま
っ
て
い
る
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
液
の
デ
ー
タ
の
公
開
を
政
府
と
事
業
者
に
求

め
て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
三
（
平
二
五
）
年
の
国

会
で
、
川
田
龍
平
参
議
院
議
員
が
「
核
種
ご
と
放
射

能
量
デ
ー
タ
」
の
開
示
を
求
め
て
質
問
主
意
書
を
提

出
し
、
安
倍
内
閣
か
ら
総
理
大
臣
名
の
政
府
答
弁
書

を
受
け
と
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
私
た
ち
は
、
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
の
七
核
種
と
、
東
海
再
処
理
工
場

の
二
五
核
種
に
つ
い
て
（
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

は
国
会
直
後
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
）
概
ね
知
る
こ

と
が
出
来
た
と
判
断
し
ま
し
た
。（
裏
面
に
一
覧
表
）。

二
〇
一
五
年
の

審
査
会
合
資
料
に
《
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
》

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
二
〇
一
五
（
平
二
七
）
年
一

二
月
の
第
八
九
回
「
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
会
合
」

へ
の
提
出
資
料
を
見
て
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
槽
核
種

に
つ
い
て
、
前
記
の
二
〇
一
三
年
の
資
料
に
は
載
っ

て
い
な
か
っ
た
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
五
核
種
の
デ
ー
タ
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
六
ケ
所
工
場
稼
働
後

の
フ
ル
運
転
時
を
想
定
し
、
貯
槽
中
の
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
２
３
９
の
放
射
能
量
（
Ｂ
ｑ
）
か
ら
、
そ
の
重
さ

（
ｇ
）
を
計
算
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
七
〇
㎥

不
溶
解
残
渣
廃
液
貯
槽
と
一
二
〇
㎥
高
レ
ベ
ル
廃
液

貯
槽
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
が
、
各
々
１
４
・
６

ｋ
ｇ
と
、
８
・
８
ｋ
ｇ
、
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
（
下
の
表
参
照
）

こ
れ
は
臨
界
量
を
超
え
る
数
値
で
す
。
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
２
３
９
は
核
分
裂
性
物
質
で
あ
り
、
核
爆
発
を
起

こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
既
に
、
同
工
場
に
は
約
二

二
〇
㎥
の
廃
液
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
危
険
な
核
種

が
臨
界
量
以
上
も
含
む
と
す
れ
ば
、
大
事
故
防
止
の

た
め
に
看
過
出
来
な
い
問
題
で
す
。

既に貯まっている約２２０ｍ３の廃液は大丈夫か？

「今号詳細報告書」は当会ホームページ sanriku.my.coocan.jp/200402HLW_Pu.pdf にあります。

審査会 高レベル廃液 不溶解残渣廃液 高レベル廃液 不溶解残渣廃液

2015.12.21 貯槽（１２０ｍ
３
） 貯槽（７０ｍ

３
） 貯槽（１２０ｍ

３
） 貯槽（７０ｍ

３
） 半減期 質量数

核種名 放射能量 Ｂｑ 放射能量 Ｂｑ 計算値 g 計算値 g 年

Pu 238 2.10×１０
１4

3.50×１０
14

331 552 87.7 283

Pu 239 2.0１×１０
１3

3.35×１０
13

8,750 14,600 24100 239

Pu 240 3.21×１０
１3

5.34×１０
13

3,830 6,370 6570 240

Pu 241 4.42×１０
１5

7.36×１０
１5

1,160 1,930 14.4 241

Pu 242 1.34×１０
１1

2.24×１０
１1

914 1,529 373000 242

合 計 約 15000 約 25000

＊(参考）放射能Ｂｑから質量ｇを求める計算式

ｍ（ｇ）＝７．５６×１０－１７×Ｔ（半減期：年）×Ｍ（質量数）×Ａ（放射能：Ｂｑ）

＊金属Ｐｕ（プルトニウム）の最小臨界量：５６００ｇ、溶液状態では：５１０ｇ 【atomica】

＊Ｐｕ（プルトニウム）241 も核分裂性核種



当会ホームページ「再処理・岩手の環境」にバックナンバーがあります。

http://sanriku.my.coocan.jp/no.125.pdf

危
険
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

の
存
在
を
隠
蔽

二
〇
一
三
年
に
公
表
さ

れ
た
両
再
処
理
工
場
の
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
含
有

核
種
の
一
覧
表
に
は
な
か

っ
た
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
が

二
〇
一
五
年
の
規
制
委
員

会
審
査
資
料
に
は
、
記
入
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
両
工
場
の

事
業
主
体
の
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
、
日

本
原
燃
と
も
、
故
意
に
「
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
」
の
存
在
を
隠

し
た
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

Ｐ
ｕ
を
含
む

不
溶
解
残
渣

と

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
発
生

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
不

溶
解
残
渣
廃
液
は
、
原
発
か

ら
発
生
す
る
使
用
済
み
燃
料

を
せ
ん
断
し
硝
酸
で
溶
か
す

「
せ
ん
断
・
溶
解
」
工
程
で

発
生
し
ま
す
。
燃
料
の
被
覆

管
を
除
い
た
懸
濁
液
を
清
澄

機
で
遠
心
分
離
し
、
清
澄
液

と
懸
濁
物
と
に
分
離
し
ま
す
。

分
離
さ
れ
た
懸
濁
物
を
硝
酸

水
で
再
度
溶
解
し
た
も
の
が

不
溶
解
残
渣
廃
液
で
、
こ
れ

を
貯
槽
に
保
管
し
ま
す
。

清
澄
液
は
分
離
工
程
に
送

ら
れ
、
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
を
有
機
溶
剤
で
抽
出
し
、

核
分
裂
生
成
物
と
分
離
し
、

そ
の
溶
液
が
「
高
レ
ベ
ル
廃

液
」
で
す
。
不
溶
解
残
渣
廃

液
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
と
も
に

「
高
レ
ベ
ル
廃
液
」
と
し
て

ガ
ラ
ス
固
化
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

臨
界
事
故
の
可
能
性
、
国・
事

業
者
の
説
明
責
任
を
追
及

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
は

金
属
で
は
５
・
６
ｋ
ｇ
、
溶

液
状
で
は
０
・
５
１
ｋ
ｇ
が

最
小
臨
界
量
と
あ
り
ま
し
た
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
審
査
資
料

に
あ
る
使
用
済
み
核
燃
料
に

含
ま
れ
る
他
の
二
三
の
核
分

裂
生
成
物
な
ど
に
比
べ
、
格

段
に
比
重
が
大
き
い
（
Ｐ
ｕ
：

１
９
・
８
）
た
め
に
、
電
源

喪
失
に
よ
り
高
レ
ベ
ル
廃
液

や
不
溶
解
残
渣
廃
液
の
貯
槽

の
冷
却
や
撹
拌
が
止
ま
る
と
、

沸
騰
、
蒸
発
、
乾
固
し
、
さ

ら
に
、
溶
融
時
に
は
、
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
が
沈
降
、
凝
集
し
、

臨
界
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

え
ま
す
。
国
や
事
業
者
の
説

明
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

高レベル濃縮廃液貯槽
清澄機で分け、不溶

解残渣廃液貯槽へ

「原理的に起きる事故は

起きる」 と考えて対策を

小出裕章さん コメント

廃液貯槽に臨界量を超え

るプルトニウムが存在して

いることは意外なことでし

た。でも考えてみれば当然の

ことだったのでしょう。

年８００トンの使用済み

燃料（Ｐｕ１％：８トン）か

らＰｕを抽出、９９・９％の

回収率でも０・１％（８kg）

は廃液へ移行する、原燃は補

正係数を ２ にしており

１６ｋｇになります。

フクシマ事故は、「事故と

は予想を超えて起きる」こと

を事実として示しました。

原理的に起きる事故は起

きると考えて、対策を考える

べきと私は思います。

論
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

今
回
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
槽

に
今
ま
で
予
想
も
し
て
い
な
か

っ
た
核
分
裂
性
の
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
が
臨
界
量
以
上
含
ま
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
が
、
こ
の
議
論

が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

ま
た
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
蒸
発

乾
固
後
の
溶
融
、
揮
発
、
爆
発

や
降
下
火
砕
物
（
５
５
ｃ
ｍ
）

等
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
あ
り
き
は
第
二
の
核

大
惨
事
へ
の
道
で
あ
り
慎
重
に

審
査
す
べ
き
で
あ
る
。
（
永
田
）

東海再処理工場

２０１３ 年２月１日現在

高レベル放射性廃液 約３９４ｍ
３

ＪＡＥＡホームページに公開

核種名
放射能濃度
Ｂｑ／ｍ

３

Sr-90 ２．２×１０１５

Y-90 ２．２×１０１５

Ru-106 １．６×１０１１

Rh-106 １．６×１０１１

Sb-125 １．６×１０１２

Cs-134 ８．５×１０１２

Ba-137m ３．０×１０１５

Cs-137 ３．２×１０１５

Ce-144 ３．５×１０１０

Pr-144 ３．５×１０１０

Pm-147 １．８×１０１３

Eu-154 ６．６×１０１３

Am-241 ５．３×１０１３

Cm-242 ３．３×１０
６

Cm-244 ２．６×１０１３

六ケ所再処理工場

２０１３年 ２月１日現在

高レベル廃液量 約２０２ｍ３

第１８３国会

川田龍平議員への政府答弁書

核種名 放射能濃度Ｂｑ／ｍ
３

ルテニウム１０６ ３.１×１０11

アンチモン１２５ １.４×１０12

セシウム１３４ ２.５×１０１3

セシウム１３７ ２.６×１０１5

ユウロピウム１５４ ３.１×１０１3

アメリシウム２４１ ４.７×１０１3

キュリウム２４４ ４.４×１０１3

論
点
を

曖
昧
の
ま
ま
、
審
査

終
了

に
し
て
よ
い
の
か
？

原
子
力
規
制
委
員
会
の
更
田

委
員
長
は
四
月
二
二
日
記
者
会

見
を
行
い
、
六
ケ
所
再
処
理
工

場
の
規
制
基
準
審
査
に
つ
い
て

「
近
々
最
後
の
補
正
が
な
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
技
術
的
な
論
点

は
ほ
ぼ
議
論
が
つ
く
さ
れ
た
。

来
月
の
委
員
会
で
審
査
書
案

（
合
格
文
書
）
の
議
論
が
出
来

る
で
あ
ろ
う
」
と
見
解
を
示
し

た
。
し
か
し
重
大
事
故
（
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
を
防
止
す
る
議


